
【多様な主体との連携プロセスシート】

【下仁田町】身近なお店で集いの輪
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０１
どんなニーズ

（背景・きっかけ）

地域ケア推進会議で「高齢者が介護予防に取り組む
ためには、より身近な場所で行えるような仕組みが
あるとよい」という意見があり、広報等で主催者募
集を呼びかけた。

０３

０4

０5

だれに・どのように
アプローチしたか

どのような資源を
活用したか

生まれた活動

活動の成果と
今後の展望

元地域おこし協力隊で、町のSCだった方が、お店を

オープンしていた。町の取り組みに理解があり「介

護予防が出来る居場所」事業にご協力いただけた。

場所として、お店の店舗。担い手はオーナー自ら。
同時に町事業として参加者の健康ポイント制度を
設けた。地域包括支援センターの保健師が健康に
関する講座や体操の紹介などを実施。

このような居場所が町内の至る所にあれば、外出の
機会が増えて健康になれる。また、誘い合うことで
地域の見守りにもつながる。
運営の担い手として協力いただける方を募集したい。

近所の方は歩いて居場所に来ることができた。

お互いに誘い合っていた。

ポイントを集める＝外出のきっかけにつながった。
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左：居場所を提供できる事業所等への募集チラシ
右上：介護予防ポイントカード 右下：開催の様子



【多様な主体との連携プロセスシート】

用語説明

①『地域ケア推進会議』
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよう、保健、医
療、福祉などの関係者が連携し、地域の課題解決に向けた話し合いや
政策立案を行う会議

③『SC（生活支援コーディネーター）』
各市町村で地域の様々な活動をつなげ、助け合いの仕組みを創出・
強化する「調整役」

④『地域包括支援センター』
高齢者の健康保持や生活の安定を目的とした、地域における総合相談
窓口

②『地域おこし協力隊』
移住した人が、自治体の委嘱を受けて「地域おこし活動」を通じて地
域活性化に貢献し、最終的にその地域への定住・定着を目指す取組み
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